
市町村財政比較分析表市町村財政比較分析表市町村財政比較分析表市町村財政比較分析表((((平成平成平成平成18181818年度普通会計決算年度普通会計決算年度普通会計決算年度普通会計決算))))
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財政力財政力財政力財政力

財政力指数財政力指数財政力指数財政力指数 [0.19][0.19][0.19][0.19]

類似団体内順位

[ 85/124 ]

全国市町村平均全国市町村平均全国市町村平均全国市町村平均

0.530.530.530.53
秋田県市町村平均秋田県市町村平均秋田県市町村平均秋田県市町村平均
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類似団体内最大値
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類似団体内平均値

0.19

八峰町の比率

財政構造財政構造財政構造財政構造のののの弾力性弾力性弾力性弾力性

経常収支比率経常収支比率経常収支比率経常収支比率 [87.6%][87.6%][87.6%][87.6%]

類似団体内順位

[ 54/124 ]

全国市町村平均全国市町村平均全国市町村平均全国市町村平均

90.390.390.390.3
秋田県市町村平均秋田県市町村平均秋田県市町村平均秋田県市町村平均
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人件費人件費人件費人件費・・・・物件費等物件費等物件費等物件費等のののの適正度適正度適正度適正度

人口人口人口人口1111人当人当人当人当たりたりたりたり人件費人件費人件費人件費・・・・物件費等決算額物件費等決算額物件費等決算額物件費等決算額 [[[[209209209209,,,,486486486486円円円円]]]]

類似団体内順位

[ 66/124 ]

全国市町村平均全国市町村平均全国市町村平均全国市町村平均

116,701116,701116,701116,701
秋田県市町村平均秋田県市町村平均秋田県市町村平均秋田県市町村平均
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給与水準給与水準給与水準給与水準のののの適正度   適正度   適正度   適正度   （（（（国国国国とのとのとのとの比較比較比較比較））））

ラスパイレスラスパイレスラスパイレスラスパイレス指数指数指数指数 [94.1][94.1][94.1][94.1]

類似団体内順位

[ 65/124 ]

全国市平均全国市平均全国市平均全国市平均

97.997.997.997.9
全国町村平均全国町村平均全国町村平均全国町村平均
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定員管理定員管理定員管理定員管理のののの適正度適正度適正度適正度

人口人口人口人口1111,,,,000000000000人当人当人当人当たりたりたりたり職員数職員数職員数職員数 [[[[13131313....97979797人人人人]]]]

類似団体内順位

[ 51/124 ]

全国市町村平均全国市町村平均全国市町村平均全国市町村平均

7.827.827.827.82
秋田県市町村平均秋田県市町村平均秋田県市町村平均秋田県市町村平均
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公債費負担公債費負担公債費負担公債費負担のののの健全度健全度健全度健全度

実質公債費比率実質公債費比率実質公債費比率実質公債費比率 [20.1%][20.1%][20.1%][20.1%]

類似団体内順位

[ 89/124 ]

全国市町村平均全国市町村平均全国市町村平均全国市町村平均

15.115.115.115.1
秋田県市町村平均秋田県市町村平均秋田県市町村平均秋田県市町村平均
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将来負担将来負担将来負担将来負担のののの健全度健全度健全度健全度

人口人口人口人口1111人当人当人当人当たりたりたりたり地方債現在高地方債現在高地方債現在高地方債現在高 [[[[811811811811,,,,675675675675円円円円]]]]

類似団体内順位

[ 45/124 ]

全国市町村平均全国市町村平均全国市町村平均全国市町村平均
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※人件費、物件費及び維持補修費の合計である。ただし
　人件費には事業費支弁人件費を含み、退職金は含まない。

財政力財政力財政力財政力

財政構造財政構造財政構造財政構造のののの弾力性弾力性弾力性弾力性

人件費人件費人件費人件費・・・・物件費等物件費等物件費等物件費等のののの
適正度適正度適正度適正度

給与水準給与水準給与水準給与水準のののの適正度適正度適正度適正度
   （   （   （   （国国国国とのとのとのとの比較比較比較比較））））

定員管理定員管理定員管理定員管理のののの適正度適正度適正度適正度

公債費負担公債費負担公債費負担公債費負担のののの健全度健全度健全度健全度

将来負担将来負担将来負担将来負担のののの健全度健全度健全度健全度

類似団体平均類似団体平均類似団体平均類似団体平均

八峰町八峰町八峰町八峰町
※※※※類似団体平均類似団体平均類似団体平均類似団体平均をををを100100100100としたとしたとしたとした
　　　　ときのときのときのときの比率比率比率比率でででで表表表表したしたしたした。。。。

※類似団体とは、人口および産業構造等により全国の市町村を35のグループに分類した結果、
　当該団体と同じグループに属する団体を言う。
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分析欄分析欄分析欄分析欄
財政力指数財政力指数財政力指数財政力指数
　昨年の0.18から0.01ポイント増の0.19となっている。近年微増傾向にあるものの、横ばい状態が続いている。今後も、町
税徴収率向上に取り組み、町村合併のスケールメリットをいかしつつ、集中改革プランンに沿った施策を確実に実行し、財
政の健全化を図っていく。
経常収支比率経常収支比率経常収支比率経常収支比率
　昨年の93.2％から5.6ポイント改善の87.6％となっている。これは、合併時に議員や特別職、臨時職員の人件費が削減さ
れたことや、経常経費の5％カット、町単独補助金の10％カットを実施した結果が影響していると思われる。今後も新規採
用抑制による人件費の削減や行政改革への取り組みを通じて義務的経費の削減に努めていく。
人口人口人口人口１１１１人当人当人当人当たりのたりのたりのたりの人件費人件費人件費人件費・・・・物件費等決算額物件費等決算額物件費等決算額物件費等決算額
　昨年から11％改善されているが、類似団体平均を若干上回っている。今後も新規採用抑制による人件費の削減と義務
的経費の削減に努めていく。また、平成２１年度には新庁舎の完成により現在の分庁舎が解消され、維持管理経費の削
減が見込まれる。
ラスパイレスラスパイレスラスパイレスラスパイレス指数指数指数指数
　類似団体平均の93.4を0.7ポイント上回っており、今後も横ばい傾向の見通しである。

１１１１人当人当人当人当たりたりたりたり地方債残高地方債残高地方債残高地方債残高
　現在のところ類似団体平均を下回っている。平成２０年度に統合小学校建設事業や庁舎建設事業が予定されているため、
地方債残高は増加するが、平成２２年度以降は大規模事業の終了により減少していく見込みである。今後は「公債費負担
適正化計画」をもとに、地方債発行の抑制を行い、財政の健全化に努めていく。
実質公債費比率実質公債費比率実質公債費比率実質公債費比率
　旧町村時代の大型事業の償還がピークを迎えたのに加え、平成１８年度から新たに公債費として算入される項目が追加さ
れたため、許可団体となる18.0％を越え20.1％となっている。平成２０年度までは20％前後で推移し、平成２１年度からは
18.0％を下回る見込みであり、今後は「公債費負担適正化計画」をもとに、新規発行の抑制に努めていく。
人口人口人口人口1111,,,,000000000000人当人当人当人当たりたりたりたり職員数職員数職員数職員数
　職員定数の適正化のため、合併後１０年間は退職者５人につき１人採用を基本とし、技能労務職員については、民間委託
等の推進を検討しながら当分の間採用しないこととしている。今後は限られた職員数で住民サービスを低下させないよう、
機構改革や業務改善を行い、効率的な組織の構築を目指していく。


